
 

 

 

 

 

2025 年度 宝塚大学 看護学部 

一般選抜 第 1 期 

（2025 年 2 月 2 日実施） 

 

学科試験：英語 
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第１問 A   

基本的な文法力を問う設問。適語選択。 

 1  接続詞と前置詞（句）のどちらが文法的に入り得るかを見極める。 

 2  of them の前に置くことのできる適切な代名詞を選ぶ。 

 3  比較の基本表現を作る。 

 4  形式主語を用いた It is ～ that ...の構文であることを見抜き、適切な品詞を特定す

る。 

 5  文構造を把握した上で、正しい品詞・形を選ぶ。 

 6  節内に looked like があることに留意し、文意が通る名詞節を完成させる。 

 

第１問 B  

基本的な文法力を問う設問。語句整序。 

 7  2 語以上で動詞としてひとまとまりの役割をする句動詞を受動態で用いる。 

 8  目的格の関係代名詞を省略した二重否定の文を作る。 

 9  owe ～ to ...の文にする。 

 10  仮定法過去完了の基本表現 If it had not been for ～を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２問 

対話文の空所補充問題。二者間で行われている対話文を通じて、基礎的な語彙力・会話表

現の知識に加え、論理的な思考力、状況・背景把握能力、代名詞や指示語などが指すも

の・指し得るものを推論しながら正解を導く能力を問う。出題トピックは、Taro と John

という二人の男性が相撲の試合について話をしているというもの。 

 11  John が、昨夜の相撲の試合について知らないという状況を把握することが必要。

それを受けて、Taro がその概要を説明している流れから正解を選ぶ。 

 12  直前の Surely you must be kidding.と整合性が取れる応答を選択する。 

 13  Taro は、試合の勝者が後ろ宙返りをしたことについて否定的なコメントをしてい

ることを把握した上で、空所の発言に対し、彼がその理由を説明していることに気

が付く必要がある。 

 14  勝利に歓喜して後ろ宙返りをした選手に批判的な Taro に対し、John はそのことを

特に問題視していないという状況・立場を読み取る。また、John がスポーツにお

ける事態が変わり得ることを、野球を例に挙げて説明していることを把握する。 

 15  John が、ホームラン後に選手が感情を見せるか否かという点において、過去と現

在の状況を対比的に説明している流れを理解する。 

 16  John が説明しているのは、ホームラン後にそのことを祝うという行為が一般に認

められるようになるまでの経緯である。その経緯を説明する流れにおいて文脈にふ

さわしいものを選ぶ。 

 17 「もっと大勢の人が後ろ宙返りをする様子が見られるかもしれない」という発言に

対する適切な応答を選ぶ。Taro が、後ろ宙返りをした人物が病院行きになったと

いう否定的な点を述べていることがポイント。 

 

 

 

 

 

 



第３問 

長文読解問題。設問は英問英答で、内容一致選択問題または適切な英文を完成させる問

題。ノーベル賞を創設したことでも広く知られる Alfred Nobel についての英文を通じて、

英文読解能力を問う。英文の質問内容を正確に把握し、本文の内容と合うものを選ぶ。質

問文や選択肢における言い換え表現に気が付くことのできる語彙力はもちろん、論理的な

思考力、文脈把握能力が求められる。 

 18  第 1 段落で述べられている Abe Vigoda について、本文の内容に合うものを選択す

る。 

 19  著者の意図を問う問題。該当部分で、著者がなぜ Abe Vigoda 以外の人々がそれほ

ど幸運ではなかったと述べているのかを把握する。この other people に Alfred 

Nobel が含まれていることに気が付けるかどうかが解答の決め手となる。 

 20  Alfred Nobel について第 2 段落で述べられている内容と一致するものを選ぶ。 

 21  ダイナマイトが当初は“Nobel’s safety powder”と呼ばれていた理由を答える。 

 22  ダイナマイト発明以後の出来事を時系列に沿って整理しながら正解を特定する。 

 23  1888 年に何が起こったかを正確に読み取る。 

 24  第 4 段落の要旨を把握する。この段落では主に、ノーベル賞について、つまり

Alfred Nobel の最後の発明について述べられている。 

 25  Alfred Nobel についての著者の意見を問う問題。本文中における客観的な記述と主

観的な記述を見分け、著者が推量を交えて述べている意見を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４問 

長文読解問題。適語補充、文整序、日本語または英語の内容一致問題、語句の空所補充を

通じて、英文読解能力を問う。出題トピックは、ロックバンド The Beatles の黎明期にド

ラマーを務めていた Pete Best という人物についてのもの。基礎的な語彙力、論理的な思

考力、文脈把握能力に加えて、英文が日本語で何を意味するかという点も正確に把握する

必要がある。 

 26  文脈に合う副詞（句）を選択する。 

 27  すでに主語が与えられているために動詞を置く必要があることを見抜き、文意が通

るように並べ替える。形容詞 interested で the only person を後ろから修飾すれ

ば、文法的に適切かつ文脈に合う英文が完成する。 

 28  指示語 that が表すものを答える問題。解答を導く根拠が同文中の前半部分に位置

していることに気が付き、その内容を日本語でとらえる必要がある。 

 29  語句補充問題。空所を含む文を理解する必要があるほか、前後の文脈をしっかり把

握することが求められる。著者が、Pete 脱退についての彼の言い分と他のメンバ

ーの言い分とを両方とも紹介している流れを把握する。 

 30  日本語の内容一致問題。一致しないものを選ぶ必要があるため、一つ一つの選択肢

を本文と照合し、正解を特定する。 

 31～33  英語の内容一致問題。著者が本文で何を述べているかを正確に理解する。 

   


